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宇宙天気研究の一環として１９９９年３月に発生した electrojet challenge イベントを太陽風と地球磁気圏相
互作用のグローバル３次元ＭＨＤシミュレーションから調べた。シミュレーションにおいて、惑星感磁場(IMF)が
北向きから南向きに逆転して5-10 分間で極域電位差は 40kV から 80kV に増大し、その後南向きIMF が持続するた
めに磁気圏と電離圏に定常的な対流が発生する。この定常な対流は昼側磁気圏境界のリコネクションが起こる割合
が尾部でリコネクションの起こる割合と釣り合った結果として生じる。 

 
 
 


